
Ｒ６年度国民健康保険料 試算内訳 （賦課限度額を２万円引き上げた場合）

区分 医療・後期 介護

世帯数 24,552 世帯 10,678 世帯 　　※令和５年10月31日現在の国保加入者のデータにて試算

人数 34,405 人 12,076 人

A　現行料率

医療 後期 介護 合計

所得割 6.58% 2.24% 1.69%

均等割 32,100 11,700 14,500

賦課限度額 630,000 190,000 160,000 980,000

賦課総額 2,768,603,922 957,335,430 362,912,406 4,088,851,758

未就学児独自減免額 8,554,650 3,118,050 11,672,700

限度超過世帯数 399 499 227

B　賦課限度額引き上げ　　後期支援金分　190,000→210,000

医療 後期 介護 合計

所得割 6.58% 2.24% 1.69% ※参考

均等割 32,100 11,700 14,500

賦課限度額 630,000 210,000 160,000 1,000,000

賦課総額 2,768,603,922 966,547,762 362,912,406 4,098,064,090

未就学児独自減免額 8,554,650 3,118,050 11,672,700

限度超過世帯数 399 418 227

令和５年12月21日（木）
資料３

第５回立川市国民健康保険運営協議会

未就学児の均等
割市独自減免に

かかる費用

増額分 9,212,332円

11,672,700円

減免にかかる費用
の約８割に相当


